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ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ
先
生
を
偲
ぶ

１
．
は
じ
め
に

　

二
〇
一
四
年
四
月
二
八
日
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
法
経
学
部
ゲ

ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ
教
授
が
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
七
歳
で
あ
っ

た
。
ド
イ
ツ
留
学
中
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
筆
者

に
と
っ
て
、
教
授
の
ご
逝
去
は
、
あ
ま
り
に
大
き
な
喪
失
で
あ
り
、

未
だ
に
空
虚
感
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
思
い
は
、
教
授
に

お
世
話
に
な
っ
た
人
々
す
べ
て
に
共
通
す
る
思
い
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
学
で
、
リ
ュ
ケ
教
授
に
お
世
話
に

な
っ
た
諸
先
輩
は
数
多
く
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
私
の
よ
う
な
者

が
こ
の
よ
う
な
追
悼
文
を
書
く
の
は
、
分
を
弁
え
な
い
行
為
で
あ

る
こ
と
は
、
筆
者
自
身
が
一
番
よ
く
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、

既
に
、
宮
澤
浩
一
教
授
・
内
池
慶
四
郎
教
授
は
他
界
さ
れ
、
そ
の

他
の
諸
教
授
は
既
に
定
年
退
職
さ
れ
て
お
り
、
リ
ュ
ケ
教
授
に
お

世
話
に
な
っ
た
者
で
、
塾
の
現
役
の
教
員
を
務
め
て
い
る
の
は
私

だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
た
ま
た
ま
今
年
（
二
〇
一
四

年
）
五
月
初
旬
に
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
出
席
し
た
折
に
リ
ュ
ケ
教
授
の
訃
報
に
接
し
た
が
、
お
そ

ら
く
塾
関
係
者
で
そ
の
報
に
最
初
に
接
し
た
の
は
私
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、
何
卒
、
御
寛
容
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

２
．
リ
ュ
ケ
教
授
の
略
歴（
（
（

　

リ
ュ
ケ
教
授
は
、
一
九
二
七
年
二
月
二
一
日
、
ド
イ
ツ
の
北
部

ニ
ー
ダ
ー
・
ザ
ク
セ
ン
州
の
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
と
い
う
町
に
生
ま

れ
た
。
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
は
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
郊
外
に
あ
り
、

北
ド
イ
ツ
の
雰
囲
気
が
色
濃
く
漂
う
、
美
し
い
町
で
あ
る
。
そ
し

て
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
小
学

校
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
レ

ア
ー
ル
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
近
代
語
・
自
然
科
学
系
の
大
学
進
学

コ
ー
ス
中
・
高
等
学
校
）
に
通
う
。
そ
し
て
、
戦
争
が
激
し
く

な
っ
た
一
九
四
三
年
、
学
業
半
ば
で
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
五

年
ま
で
軍
務
に
服
し
（
対
空
防
衛
支
援
隊
員
）、
戦
闘
の
た
め
重

傷
を
負
い
捕
虜
と
な
る
。
除
隊
後
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
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年
ま
で
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
で
戦
争
参
加
者
の
た
め
の
高
校
卒
業

資
格
最
終
試
験
を
伴
っ
た
大
学
入
学
の
た
め
の
臨
時
的
経
過
コ
ー

ス
を
受
講
し
終
了
す
る
。

　

一
九
四
六
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
、
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ
・
ゲ
ー
テ
大
学
（Johan W

olfgang Goethe U
niversität 

in Frankfurt a.M
. 

通
称
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
。

以
下
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
と
い
う
）
法
学
部
で
学
ぶ
。
一
九

五
〇
年
、
わ
ず
か
六
学
期
（
三
年
間
）
の
在
籍
の
後
、
ヘ
ッ
セ
ン

州
司
法
試
験
第
一
次
試
験
（
い
わ
ゆ
る
司
法
試
験
）
を
受
験
し
、

評
価
＝
最
優
秀
の
成
績
で
合
格
。
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
五
三
年

ま
で
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
司
法
修
習
を
行
う
。
司
法

修
習
中
で
あ
っ
た
一
九
五
三
年
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ー
ダ
ー
マ
イ

ア
ー
教
授
の
指
導
の
下
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
法
学
部
に
提

出
し
た
「
強
制
執
行
の
公
法
説
と
そ
の
限
界
（D

ie 
öffentlichrechtliche T

heorie der Zw
angsvollstreckung 

und ihre Grenzen

）」
と
い
う
論
文
に
よ
り
、
博
士
号
取
得
。

評
価
は
、
最
優
秀
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
ヘ
ッ
セ
ン
州
司
法
試

験
第
二
次
試
験
（
い
わ
ゆ
る
二
回
試
験
）
に
評
価
＝
優
秀
の
成
績

で
合
格
。

　

一
九
五
四
年
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
法

学
部
助
手
を
務
め
、
そ
の
間
、
一
九
五
四
年
か
ら
五
五
年
に
か
け

て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
シ
カ
ゴ
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
留
学
。

　

一
九
五
八
年
、
三
一
歳
で
「
民
事
訴
訟
と
行
政
訴
訟
に
お
け
る

訴
訟
物
（Der Streitgegenstand im

 Zivil- und Verw
altungs

prozeß

）」
と
い
う
論
文
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
法
学

部
に
お
い
て
教
授
資
格
を
取
得
（
民
法
、
民
事
訴
訟
法
、
行
政
訴

訟
法
担
当
）。
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
大
学
に
お
い
て
私
講
師
（
い
わ
ゆ
る
専
任
講
師
）
と
し
て

教
鞭
を
執
る
傍
ら
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大

学
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
お
い
て
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。

　

一
九
六
一
年
に
、
編
集
代
表
と
し
て
雑
誌
『Juristsche 

Schulung

（
法
学
教
育
）』
を
創
刊
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
ま

で
四
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
編
集
代
表
を
務
め
た
。
こ
の
雑
誌

は
、
法
律
専
門
雑
誌
と
し
て
は
抜
群
の
発
行
部
数
を
も
つ
も
の
で

あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
刊
行
が
続
い
て
い
る
。
同
年
、
ザ
ー
ル

州
の
州
都
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
に
あ
る
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
法

経
学
部
か
ら
の
、
訴
訟
法
、
民
法
、
労
働
法
講
座
へ
の
招
聘
を
受

諾
し
、
正
教
授
（
終
身
の
教
授
）
に
就
任
す
る
。

　

一
九
六
六
年
シ
カ
ゴ
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
客
員
教
授
を
務
め
る
。

同
年
、
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
名
誉
会
員
に
な
る
。

　

一
九
六
八
年
か
ら
一
九
七
四
年
ま
で
、
ボ
ン
の
ド
イ
ツ
大
学
連

盟
理
事
（
ド
イ
ツ
大
学
教
員
代
表
）
を
務
め
る
。
そ
の
間
、
高
名
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な
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
（
一
九
六
四
年
）
お
よ
び
テ
ュ
ー
ビ
ン

ゲ
ン
大
学
（
一
九
六
八
年
）
か
ら
の
招
聘
を
辞
退
し
、
ザ
ー
ル
ラ

ン
ト
大
学
法
経
学
部
に
定
年
ま
で
在
籍
。

　

一
九
七
〇
年
慶
應
義
塾
大
学
よ
り
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
る
。

　

一
九
八
七
年
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
独
日
協
会
会
長
に
就
任
、

　

一
九
八
八
年
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

会
員
と
な
る
。

　

一
九
九
一
年
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
独
日
協
会
会
長
を
辞
し
、

ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
独
日
協
会
名
誉
会
長
に
就
任
。
同
年
、
日

本
国
よ
り
勲
三
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る
。

　

一
九
九
五
年
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
正
教
授
と
し
て
定
年
を
迎
え

る
。

３
．
リ
ュ
ケ
教
授
の
研
究
・
教
育
業
績

　

リ
ュ
ケ
教
授
の
研
究
業
績
は
、
そ
の
主
な
業
績
は
、『
民
事
手

続
法
の
改
革
―
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ
教
授
退
官
記
念
』
と
い
う

論
文
集
の
末
尾
に
、
一
九
七
編
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
、
す
こ
ぶ
る
多
岐
に
わ
た
り
、
民
事
訴
訟
法
の
各
領
域
の
ほ

か
、
行
政
訴
訟
法
、
倒
産
法
、
民
法
、
労
働
法
、
社
会
保
障
法
に

も
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
定
年
後
も
研
究
意
欲
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
二
〇
〇
一
年
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
雑
誌
に
次
々
と
論
文
を

発
表
し
て
い
た（（
（

。

　

リ
ュ
ケ
教
授
の
業
績
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
は
、
民
事
訴
訟
法
分
野
に
対
す
る
貢
献
で
あ
る
。
そ
の
象

徴
は
、
民
事
訴
訟
法
の
大
注
釈
書
で
あ
る
、『M

ünchener 
K
om
m
entar zur Zivilprozessordnung: m

it Gerichts
verfassungsgesetz und N

ebengesetzen, 3 Bände

（
ミ
ュ

ン
ヒ
ェ
ナ
ー
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
・
全
三
巻
）』
の

創
刊
・
編
集
で
あ
ろ
う
。
リ
ュ
ケ
教
授
は
、
初
版
（
一
九
九
二

年
）、
第
二
版
（
二
〇
〇
一
年
）
の
編
集
者
を
務
め
ら
れ
た
。
こ

の
注
釈
書
は
、
現
在
第
四
版
ま
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で

は
も
ち
ろ
ん
わ
が
国
で
も
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
定
番
の
注
釈

書
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
ま
た
な
い
。
こ
の
大
注
釈
書
が
果
た
し

た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
ほ
か
、

多
く
の
民
事
訴
訟
法
判
決
手
続
に
つ
い
て
の
論
稿
が
あ
る
。

　

第
二
は
、
博
士
論
文
が
書
か
れ
て
以
降
、
比
較
的
初
期
の
段
階

に
お
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
強
制
執
行
法
に
関
す
る
論
文
が
数
多

く
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
研
究
は
、
と
く
に
強
制
執
行
に
関

す
る
公
法
説
を
打
ち
出
し
、
そ
れ
を
強
制
執
行
法
の
各
論
点
に
つ

き
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る



法学研究 87 巻 11 号（2014：11）

86

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
公
法
説
は
残
念
な
が
ら
ド
イ
ツ
に
お

い
て
は
通
説
の
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
リ
ュ
ケ
教

授
の
精
緻
か
つ
詳
細
な
論
証
を
も
っ
て
、
公
法
説
が
細
部
に
わ
た

り
厳
密
に
理
論
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
説
に
与
す
る
者
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
に
反
対
す
る
通
説
の
立
場
か
ら
も
、
必
ず
そ
れ
を
検

討
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
、
リ
ュ
ケ
教
授
の
こ
の
分
野
に
お
け
る
業
績
は
、
ド
イ
ツ

の
強
制
執
行
法
理
論
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
は
、
教
授
の
多
く
の
論
稿
が
そ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
む
し
ろ
初
学
者
の
啓
発
を
直
接
・
間
接
の
目
標
と
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
一
連
の
業
績
が
あ
る
。

　

ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
一
九
六
一
年
に
創
刊
さ
れ
た
、

『Juristische Schulung 

（JuS

（
（
（

）』
と
い
う
法
律
雑
誌
で
あ
り
、

リ
ュ
ケ
教
授
は
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
四
二
年
に
わ
た
っ
て
編
集
委

員
を
務
め
ら
れ
た
。
こ
の
雑
誌
の
刊
行
は
、
前
年
か
ら
、
リ
ュ
ケ

教
授
が
、Götz

氏
お
よ
びM

ichel

氏
と
共
に
企
画
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
法
学
部
学
生
や
司
法
修
習
生
を
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
法
律
雑
誌
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
よ
う
な
雑
誌
の

刊
行
は
、
当
時
、
ド
イ
ツ
で
は
初
め
て
の
試
み
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
雑
誌
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
ド
イ

ツ
で
は
抜
群
の
発
行
部
数
を
誇
っ
て
い
る
。
当
時
、
大
学
で
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
が
高
尚
に
す
ぎ
て
国
家
試
験
の
準
備
や
実
務

修
習
の
た
め
に
は
適
当
で
な
く
、
学
生
や
司
法
修
習
生
が
自
ら
の

創
造
的
な
精
神
を
信
じ
ず
に
、
低
級
で
技
術
的
な
受
験
指
導
に
身

を
任
せ
て
い
る
状
況
を
変
革
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た（（
（

。
ま

た
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
、「JuS-Schriftenreihe

」
シ
リ
ー
ズ
や

「JuS-CD
ʼs

」
の
編
集
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
、
初
学
者
の

た
め
の
教
科
書
の
刊
行
に
も
力
を
尽
く
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
シ

リ
ー
ズ
は
、
現
在
、
多
様
な
法
分
野
に
つ
い
て
の
、
入
門
的
教
科

書
か
ら
事
例
演
習
ま
で
、
幅
広
い
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
膨
大
な
数

の
書
籍
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
初
学
者
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
教
材
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
、「
君

の
知
識
を
試
そ
う
（Prüfe D

ein W
issen

）」
と
い
う
演
習
書
の

シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
に
も
力
を
注
が
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、

教
授
自
ら
『
強
制
執
行
法
』
を
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
現
在

ハ
ウ
教
授
に
よ
る
第
三
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ

も
、
主
な
法
領
域
を
す
べ
て
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
業
績
は
、

リ
ュ
ケ
教
授
の
日
頃
の
学
生
に
対
す
る
授
業
の
基
本
方
針
か
ら
で

て
く
る
必
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
教
授
は
、
学
生
に
対
す
る
法
学

教
育
の
重
要
性
を
常
に
説
か
れ
て
お
り
、
抽
象
的
な
教
義
論
に

陥
っ
て
は
な
ら
な
い
と
常
に
主
張
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
手
法
は
、
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ま
ず
詳
細
な
事
実
関
係
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
問
題
を
抽
出
す
る

こ
と
を
説
き
、
そ
れ
に
つ
き
、
高
度
の
理
論
的
解
説
を
ほ
ど
こ
す

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

４
．
リ
ュ
ケ
教
授
と
学
術
交
流

　

⑴　

外
国
の
研
究
者
や
学
生
と
の
学
術
交
流
は
、
リ
ュ
ケ
教
授

が
最
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
た
分
野
で
は
な
い
か
と
思
う
。
教
授

自
身
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の
助
手
時
代
に
一
年
間
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
シ
カ
ゴ
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
留
学
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
一
九
六
六
年
に
は
シ
カ
ゴ
大
学
客
員
教
授
と
し
て
講
義

を
さ
れ
た
ほ
か
、
日
本
に
も
、
一
九
六
六
年
、
一
九
七
〇
年
、
一

九
九
〇
年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
来
日
し
て
お
ら
れ
、
慶
應
義
塾
大

学
、
大
阪
大
学
、
大
阪
市
立
大
学
、
九
州
大
学
、
司
法
研
修
所
等

で
講
演
さ
れ
た
。
と
く
に
、
一
九
六
六
年
に
は
、
民
事
訴
訟
法
学

会
（
現
在
「
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
」）
の
招
き
に
よ
り
、
カ
ー

ル
・
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プ
教
授
と
と
も
に
来
日
さ
れ
、
と

も
に
講
演
さ
れ
、
そ
の
後
の
議
論
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
大

い
に
論
戦
を
戦
わ
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
ご
自
分
が
海
外
に
出
か
け
て
講

演
等
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
む
し
ろ
、
多
く
の
外
国
人

研
究
者
お
よ
び
外
国
人
学
生
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
と
く
に
、
ア

ジ
ア
と
の
学
術
交
流
を
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
韓
国
、

台
湾
、
日
本
か
ら
の
多
く
の
研
究
者
・
学
生
が
教
授
の
下
で
学
ん

で
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
、
台
湾
大
学
名
誉
教
授
の
陳

栄
宗
氏
の
よ
う
に
、
リ
ュ
ケ
教
授
の
下
で
博
士
号
を
取
得
し
た
人

も
少
な
く
な
い
。

　

リ
ュ
ケ
教
授
は
、
教
授
の
下
に
留
学
し
て
き
た
人
々
に
つ
い
て

は
、
大
学
教
員
で
あ
ろ
う
と
、
一
学
生
で
あ
ろ
う
と
、
同
じ
く
研

究
者
・
同
僚
と
し
て
待
遇
さ
れ
、
区
別
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
筆
者

が
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
奨
学
生
と
し
て
留
学
し
た
の
は
、
ま
だ
大
学
院
の
学

生
の
と
き
で
あ
っ
た
が
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
で
は
、
研
究
室
を

一
つ
与
え
ら
れ
、
世
話
係
の
助
手
ま
で
つ
け
て
、
何
で
も
相
談
で

き
る
態
勢
を
作
っ
て
下
さ
り
、
研
究
面
で
も
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を

図
っ
て
下
さ
っ
た
。
こ
れ
が
破
格
の
厚
遇
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
申
し
訳
な
い
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
後
、
何
度
か
渡
独
し

て
他
の
大
学
で
研
究
滞
在
を
す
る
に
至
っ
て
は
じ
め
て
知
っ
た
次

第
で
あ
る
。

　

大
学
で
は
、
私
か
ら
も
と
き
ど
き
研
究
状
況
に
つ
き
報
告
し
て

い
た
が
、
教
授
自
身
も
、
助
手
か
ら
報
告
を
受
け
て
お
ら
れ
た
よ

う
で
、
お
忙
し
い
中
、
生
活
や
研
究
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
本
当

に
親
身
に
な
っ
て
尋
ね
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、
学
問
的
に
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貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り
、
研
究
を
鼓
舞
さ
れ
た
り
等
、

教
授
か
ら
受
け
た
恩
恵
は
計
り
知
れ
ず
、
今
日
曲
が
り
な
り
に
も

研
究
者
生
活
を
し
て
い
ら
れ
る
の
も
、
教
授
の
お
陰
だ
と
思
っ
て

い
る
。
ま
さ
に
ド
イ
ツ
の
父
親
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
何
度
も
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
に
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
都
度
、
本
当
に
よ
く
し
て
頂
い
た
こ
と
だ
け
が
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
。
と
く
に
、
留
学
か
ら
一
〇
年
後
の
一
九
八
七
年
に
ザ
ー

ル
ラ
ン
ト
大
学
で
の
研
究
出
張
の
機
会
を
得
た
と
き
に
は
、
私
の

帰
国
前
に
、
ご
自
宅
に
食
事
に
お
招
き
頂
き
、
帰
り
が
け
に
、

「
こ
れ
は
、
君
が
は
じ
め
て
の
留
学
を
終
え
帰
国
し
た
年
の
ワ
イ

ン
で
す
。
そ
の
年
は
ブ
ド
ウ
の
で
き
が
非
常
に
い
い
年
だ
っ
た
の

で
、
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。」
と
い
っ
て
、
一
九
七
七
年
産

の
ザ
ー
ル
ワ
イ
ン
を
頂
い
た
。
一
留
学
生
だ
っ
た
私
の
帰
国
の
年

ま
で
覚
え
て
頂
い
て
い
た
と
は
、
本
当
に
涙
が
出
る
ほ
ど
感
激
し

た
こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
は
、
他
の
留
学
生
も
、
私
と
同
じ
よ
う
に
、
リ
ュ
ケ

教
授
の
下
で
は
、
す
ば
ら
し
い
留
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

夫
人
の
内
助
の
功
が
非
常
に
大
き
い
よ
う
に
思
う
。
留
学
し
た
人

は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
リ
ュ
ケ
教
授
の
自
宅
に
招
か
れ
て
お
食
事
を

ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
エ
リ
ザ

ベ
ー
ト
夫
人
の
手
料
理
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
前
菜
か
ら

デ
ザ
ー
ト
ま
で
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
、
す
ば
ら
し

い
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
の
食
器
に
盛
ら
れ
て
出
て
く
る
の
は
圧
巻
で

あ
っ
た
。
料
理
は
素
人
の
域
を
遙
か
に
超
え
て
い
た
。
ま
た
、
夫

人
の
機
知
に
富
ん
だ
会
話
も
、
そ
の
場
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
た
と
思
う
。
私
は
何
回
も
、
後
に
は
家
族
も
一

緒
に
食
事
に
招
か
れ
た
が
、
一
回
と
し
て
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
が
出
て

き
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
夫
人
に
そ
の
点
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

誰
に
何
を
出
し
た
か
は
一
応
メ
モ
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
も
の
で

も
て
な
す
の
は
失
礼
で
す
か
ら
、
と
い
わ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

お
心
遣
い
が
、
リ
ュ
ケ
教
授
の
国
際
交
流
活
動
を
陰
で
支
え
て
い

る
の
だ
と
深
く
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

⑵　

慶
應
義
塾
大
学
と
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
と
の
交
流
は
、
故

宮
澤
浩
一
教
授
に
始
ま
る
と
い
え
よ
う
。
宮
澤
教
授
が
は
じ
め
て

ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
を
訪
れ
た
の
は
、
一
九
六
二
年
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
に
は
、
刑
事
法
・
法
哲
学
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ

マ
ン
教
授
を
訪
ね
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
好
印
象
も

あ
り
、
宮
澤
教
授
の
勧
め
で
、
一
九
六
三
年
か
ら
故
内
池
慶
四
郎

教
授
が
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
に
留
学
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六

四
年
か
ら
半
年
間
宮
澤
教
授
が
カ
ウ
フ
マ
ン
教
授
の
下
に
留
学
さ

れ
、
そ
の
時
に
リ
ュ
ケ
教
授
と
は
じ
め
て
お
会
い
に
な
っ
た
。
そ
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の
後
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
阪
埜
光
男
教
授
（
一
九
六
六
︲
六
七

年
）、
新
田
敏
教
授
（
一
九
六
七
︲
六
九
年
）、
石
川
明
教
授
（
一

九
七
一
、
一
九
八
四
年
）、
金
子
晃
教
授
（
一
九
七
一
︲
七
二
年
）、

坂
原
正
夫
教
授
（
一
九
七
二
︲
七
三
年
）、
加
藤
修
教
授
（
一
九

七
三
︲
七
五
年
）、
斎
藤
和
夫
教
授
（
一
九
七
四
︲
七
六
年
（
（
（

）、
三

上
威
彦
（
一
九
七
五
︲
一
九
七
七
年
）
が
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
に

留
学
し
た
。
こ
の
う
ち
、
石
川
教
授
と
坂
原
教
授
、
斎
藤
教
授
、

お
よ
び
著
者
が
リ
ュ
ケ
教
授
の
下
で
研
究
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
教
員
の
留
学
は
途
絶
え
た
が
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
石
川
明
教
授
の
門
下
生
が
多

数
リ
ュ
ケ
教
授
の
下
に
留
学
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
武
蔵
野

大
学
・
石
渡
哲
教
授
（
一
九
七
七
︲
七
八
年
）、
立
正
大
学
・
小

池
和
彦
教
授
（
一
九
八
一
︲
八
三
年
）、
横
浜
桐
蔭
大
学
・
笠
原

毅
彦
教
授
（
一
九
八
三
︲
八
六
年
）、
関
東
学
院
大
学
・
河
村
好

彦
教
授
（
一
九
八
六
︲
八
九
年
）、
常
盤
大
学
・
日
向
野
弘
毅
教

授
（
一
九
八
八
︲
八
九
年
）、
京
都
産
業
大
学
・
草
鹿
晋
一
教
授

（
一
九
八
九
︲
九
一
年
）、
埼
玉
大
学
・
藤
井
ま
な
み
教
授
（
一
九

九
一
︲
九
二
年
）
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
の
フ

ラ
ン
ス
法
研
究
所
の
ク
ロ
ー
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
教
授
の
下
に
、
や
は

り
石
川
明
門
下
で
あ
る
青
山
学
院
大
学
・
西
澤
宗
英
教
授
も
一
九

八
九
年
か
ら
半
年
間
留
学
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
も
、
筆

者
と
同
様
に
、
リ
ュ
ケ
教
授
か
ら
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
よ
う

な
お
世
話
を
頂
い
た
こ
と
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
大
学
と
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
と
の
密

接
な
関
係
の
上
に
、
現
在
、
両
大
学
の
間
に
は
全
学
的
な
学
術
交

流
協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
と
く
に
塾
の
法
学

部
・
法
科
大
学
院
と
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
法
経
学
部
の
間
で
は
、

二
年
に
一
度
法
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
は
既

に
四
半
世
紀
以
上
に
も
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今
年
五
月
に
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
に
お

い
て
慶
應
デ
ー
（K

EIO
-T
A
GE

）
と
し
て
四
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
。
再
来
年
は
慶
應
義
塾
大
学
に
お
い
て
、
ザ
ー
ル
・

デ
ー
（SA

A
R-T
A
GE

）
と
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
学
術
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
リ
ュ
ケ
教
授
と
石
川
明
教
授
と
の
多

大
な
ご
尽
力
が
あ
っ
た
と
き
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
事
業
は
、

ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
側
で
は
、
リ
ュ
ケ
教
授
の
後
任
で
あ
る
リ
ュ

ス
マ
ン
教
授
（
塾
名
誉
法
学
博
士
）
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
は
、

現
在
、
マ
ト
ゥ
ー
シ
ェ
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
教
授
に
引
き
継
が
れ
て
お

り
、
ま
す
ま
す
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
慶
應
義
塾

大
学
と
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
と
の
学
術
交
流
の
現
状
を
見
る
と
き
、
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リ
ュ
ケ
教
授
の
ご
貢
献
の
大
き
さ
と
、
教
授
の
ご
意
思
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

５
．
リ
ュ
ケ
教
授
の
お
人
柄

　

最
後
に
、
私
の
留
学
中
に
お
け
る
経
験
か
ら
、
リ
ュ
ケ
教
授
の

お
人
柄
を
若
干
記
し
て
み
た
い
。

　

一
言
で
言
え
ば
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
、
信
念
の
教
育
者
で
あ
っ
た
。

学
生
や
博
士
論
文
執
筆
者
に
対
し
て
は
実
に
厳
し
い
教
師
で
あ
っ

た
。
誰
に
批
判
さ
れ
よ
う
と
、
決
し
て
そ
の
態
度
は
変
え
よ
う
と

は
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

私
が
留
学
し
た
当
時
は
、
大
学
紛
争
が
ま
だ
く
す
ぶ
っ
て
い
た

時
期
で
あ
り
、
学
生
が
教
授
達
を
批
判
す
る
壁
新
聞
が
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
張
り
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
、
民
訴
の
リ
ュ
ケ
と
憲

法
の
ゲ
ッ
ク
は
、
学
生
を
落
第
さ
せ
る
こ
と
に
喜
び
し
か
感
じ
て

い
な
い
、
と
ん
で
も
な
い
教
授
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
壁
新
聞
が

張
り
出
さ
れ
て
い
た
。
リ
ュ
ケ
教
授
と
雑
談
す
る
機
会
が
あ
っ
た

と
き
、
そ
の
話
を
し
た
ら
、
教
授
は
笑
っ
て
、
た
し
か
に
多
く
の

学
生
を
落
第
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
、
私
が
落
第
さ
せ
た
の
で
は
な

く
、
学
生
が
落
第
し
た
の
だ
。
私
の
要
求
す
る
水
準
で
、
き
ち
ん

と
単
位
を
取
れ
た
学
生
が
い
る
の
だ
か
ら
、
単
位
が
取
れ
な
か
っ

た
学
生
が
、
私
の
要
求
水
準
を
満
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
棚
に
上

げ
て
教
授
を
批
判
す
る
の
は
筋
違
い
だ
、
と
い
う
旨
を
話
さ
れ
た

の
で
、
要
求
水
準
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
？　

と
突
っ
込
ん
だ
ら
、

大
学
の
教
育
は
、
学
生
の
持
っ
て
い
る
資
質
を
最
大
限
伸
ば
す
こ

と
に
そ
の
使
命
が
あ
る
。
そ
れ
を
安
易
な
水
準
に
目
標
設
定
を
し

て
い
た
の
で
は
、
そ
の
使
命
が
果
た
せ
な
い
と
い
わ
れ
た
。
た
だ
、

自
分
の
要
求
水
準
ま
で
多
く
の
学
生
の
能
力
を
引
き
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
自
分
の
責
任
で
も
あ
る
、
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
よ

う
な
教
授
の
言
葉
を
聞
く
と
、
教
授
が
教
育
者
と
し
て
、
い
か
に

真
剣
に
教
育
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
教
授
の
お
考
え
は
、
毎
回
の
授
業
で
も

徹
底
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
も
、
リ
ュ
ケ
教
授
の
民
事
訴
訟
法
の
授

業
に
出
て
い
た
が
、
最
初
に
詳
細
な
事
例
を
配
布
し
、
学
生
に
何

が
問
題
に
な
る
か
を
問
い
、
そ
の
解
答
を
求
め
る
と
い
う
、
ま
さ

に
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
を
実
践
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、

学
生
の
答
え
を
一
つ
ず
つ
論
理
的
に
、
厳
密
に
検
証
し
て
い
く
。

そ
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
領
域
で
体
系
的
に
な
さ
れ
て
い
る

説
明
を
事
案
の
解
決
と
い
う
場
で
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
を
明
快
に
説
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
学
生
は
、
毎

回
必
ず
、
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
、
そ
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の
答
え
は
、
教
科
書
の
記
述
の
く
り
返
し
で
は
決
し
て
許
し
て
は

も
ら
え
ず
、
何
か
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
考
え
方
が
出
て
く
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
授
業
は
、
教
授
と
学
生

と
の
真
剣
勝
負
の
場
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
学
生
は
、
ま
さ
に
一
学

究
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
そ
の
議
論
に

よ
っ
て
、
教
授
自
身
の
思
索
も
深
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
授
の
授
業
は
、
非
常
に
厳
し
い
雰
囲
気
の
も

の
で
あ
り
、
学
生
も
、
常
に
緊
張
感
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
い

た
が
、
少
し
で
も
よ
い
答
え
を
す
る
と
、
大
げ
さ
な
ほ
ど
褒
め
る

と
い
う
点
で
、
ま
さ
に
教
育
者
と
し
て
の
面
目
躍
如
と
い
う
感
じ

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
学
生
は
、
緊
張
と
弛
緩
の
中
で
、
実

体
法
と
手
続
法
に
つ
い
て
真
の
体
系
的
理
解
が
可
能
と
な
り
、
単

に
司
法
試
験
の
答
案
構
成
の
や
り
方
が
自
然
と
身
に
つ
く
だ
け
で

な
く
、
民
事
訴
訟
法
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
学
問
の
体
系
、
そ

の
奥
深
さ
を
垣
間
見
せ
る
と
い
う
授
業
で
あ
っ
た
。
授
業
が
終
わ

る
と
、
学
生
は
へ
と
へ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ゼ
メ
ス
タ
ー
が

終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
学
生
の
能
力
は
私
か
ら
み
て
も
、
格
段
に
向

上
し
て
い
た
。

　

リ
ュ
ケ
教
授
の
授
業
は
、
教
育
と
は
こ
う
い
う
も
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
授
業
が
終
わ
る
と

研
究
室
ま
で
毎
回
お
供
を
し
た
が
、
た
び
た
び
、
学
生
に
は
「
力

が
な
い
（K

raftlos

）」、
と
よ
く
怒
っ
て
お
ら
れ
た
。K

raftlos

と
は
、
能
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
教
官
に
ぶ
つ
か
っ

て
く
る
意
欲
と
か
力
強
さ
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

授
業
で
あ
れ
だ
け
学
生
と
議
論
し
な
が
ら
、
ま
だ
学
生
に
は
、
ぶ

つ
か
っ
て
く
る
力
強
さ
が
な
い
と
は
、
ど
こ
ま
で
の
要
求
を
さ
れ

て
い
る
の
か
、
と
驚
い
た
次
第
で
あ
る
。

　

ま
た
、
厳
し
い
指
導
方
針
は
、
博
士
論
文
執
筆
者
に
も
貫
か
れ

た
。
そ
の
た
め
、
教
授
の
下
で
博
士
論
文
を
書
い
た
者
は
一
般
的

な
教
授
に
比
べ
る
と
驚
く
ほ
ど
少
な
い
が
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
、
そ

れ
を
全
く
意
に
介
し
て
お
ら
れ
る
様
子
は
な
か
っ
た
。

　

私
は
外
国
人
留
学
生
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
か
な
り

手
加
減
し
て
頂
い
た
と
思
う
が
、
最
初
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
学
術

交
流
会
）
の
奨
学
金
は
一
年
間
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
も
う
一

年
延
長
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
本
部
に
推
薦
状
を
書

い
て
も
ら
え
な
い
か
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
帰
国
前
に
留
学
中

の
集
大
成
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
研
究
し
て
き
た
こ
と
を
セ
ミ
ナ
ー

で
報
告
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
な
ら
書
い
て
あ
げ
よ
う
、
と
い
わ

れ
た
。
私
は
、
何
も
考
え
な
い
で
、
即
座
に
、
や
り
ま
す
と
答
え

た
が
、
後
に
な
っ
て
こ
れ
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
と
思
い
知
ら

さ
れ
た
。
幸
い
、
教
授
の
推
薦
が
あ
っ
た
お
陰
だ
と
思
う
が
、
奨
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学
金
の
一
年
間
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
の
が
、
学
生
が
一
人
も
い
な
い

セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
参
加
者
は
、
リ
ュ
ケ
教
授
の
教
え
子
の
、
裁

判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
、
公
証
人
、
州
の
上
級
公
務
員
と
い
う

法
律
の
専
門
家
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
議
論
の
内
容
は
、

司
法
修
習
生
の
助
手
が
毎
回
議
事
録
と
し
て
ま
と
め
、
翌
週
に
参

加
者
に
配
布
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
毎
回
の
激
し
い
議
論

に
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
、
議
事
録
を
も
ら
っ
て
は
じ
め

て
、
あ
ん
な
議
論
を
し
て
い
た
の
か
、
と
理
解
す
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
報
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
う
と
、
気
が
滅
入
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
リ
ュ
ケ
教
授
と
の
約
束
を
果
た
す
べ
く
、
帰

国
の
三
ヶ
月
前
く
ら
い
か
ら
、
私
の
世
話
係
の
助
手
（
司
法
修
習

生
）
と
議
論
を
し
な
が
ら
、
報
告
原
稿
を
ま
と
め
て
い
っ
た
が
、

そ
の
際
に
は
、
原
稿
の
用
語
や
文
法
も
逐
一
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

ら
っ
た
。
当
初
は
穴
だ
ら
け
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、
助
手
と
の
議

論
と
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
文
献
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、

徐
々
に
充
実
し
て
き
た
。
あ
る
と
き
、
助
手
に
、
自
分
の
仕
事
も

あ
る
だ
ろ
う
に
何
で
こ
ん
な
に
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
か
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
が
、
彼
は
、
リ
ュ
ケ
教
授
の
と
こ
ろ
の
留
学
生
の

研
究
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
は
助
手
と
し
て
当
た
り
前
だ
、
い
い

成
果
を
上
げ
て
も
ら
え
ば
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ

れ
も
う
れ
し
い
と
い
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
助
手
は
後
に
裁
判
官
に

な
っ
た
が
、
今
で
も
四
〇
年
来
の
親
友
と
し
て
の
付
き
合
い
を
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ュ
ケ
教
授
の
思
い
は
、
助
手
達
に
も

徹
底
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
リ
ュ
ケ
教
授
も
、
毎
月
一
回
は

お
会
い
下
さ
り
、
私
の
報
告
の
進
行
状
況
を
聞
い
て
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
、
そ
れ
が

ど
ん
な
に
大
変
な
準
備
を
必
要
と
す
る
か
重
々
ご
承
知
の
上
で
、

セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
者
と
し
て
関
門
を
突
破
す
る
こ
と
の
必

要
性
と
重
要
性
あ
る
い
は
そ
の
覚
悟
と
い
っ
た
も
の
を
分
か
ら
せ

よ
う
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
内
心
で
は
、
ち
ゃ
ん

と
報
告
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
び
く
び
く
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

リ
ュ
ケ
教
授
は
、
大
学
で
は
厳
格
な
人
物
と
し
て
通
っ
て
い
た

が
、
実
は
、
非
常
に
き
め
細
や
か
な
心
遣
い
を
さ
れ
る
、
と
て
も

や
さ
し
い
お
人
柄
で
あ
っ
た
。
私
に
対
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
留
学
し
て
き
た
人
に
は
誰
で
も
、
必
ず
世
話
係
の
助
手
を
つ

け
、
き
め
細
か
な
指
示
を
与
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
多

く
の
留
学
生
も
、
た
び
た
び
ご
自
宅
に
招
待
さ
れ
、
お
食
事
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、
留
学
生
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活
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
お
聞
き
下
さ
り
、
不
便
な
点
が
あ
れ
ば
、

直
ち
に
そ
れ
に
対
す
る
処
置
を
執
っ
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
、
秘
書

や
助
手
達
に
対
す
る
心
遣
い
も
怠
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え

ば
、
秘
書
・
助
手
達
を
慰
労
す
る
た
め
に
、
毎
年
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
前
に
、
秘
書
と
助
手
を
集
め
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
か
れ
た
。
こ

れ
に
は
、
秘
書
と
助
手
の
ほ
か
、
昔
の
教
え
子
も
参
加
し
て
、
総

勢
二
〇
人
く
ら
い
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
リ
ュ
ケ
夫
人
手
作
り

の
オ
ー
ド
ブ
ル
や
ケ
ー
キ
が
持
ち
込
ま
れ
、
沢
山
の
ビ
ー
ル
・
ワ

イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
教
授
と
助
手
達
が
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
で
、

ま
さ
に
談
論
風
発
と
い
う
感
じ
で
、
政
治
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
、
現

代
ド
イ
ツ
の
風
俗
と
か
、
世
界
情
勢
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
語
ら
い
が
な
さ
れ
た
。
現
に
、

パ
ー
テ
ィ
ー
が
終
わ
る
の
は
、
午
前
三
時
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
は
、
私
に
と
っ
て
、
大
変
興
味
深
い
い
ろ
い
ろ
な
話
が
出
て
き

て
、
現
代
ド
イ
ツ
の
現
状
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
、
単
な
る
ワ
イ
ン
好
き
で
は
な
く
、
ま

さ
に
ワ
イ
ン
通
で
あ
っ
た
。
ワ
イ
ン
の
歴
史
か
ら
、
ブ
ド
ウ
の
種

類
、
栽
培
土
壌
の
違
い
と
適
切
な
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
の
種
類
、
天
候

と
ワ
イ
ン
栽
培
、
製
造
年
や
製
造
土
地
の
違
い
に
よ
る
ワ
イ
ン
の

品
質
・
特
徴
等
、
ま
さ
に
ワ
イ
ン
を
語
り
出
し
た
ら
、
永
久
に
止

ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
感
じ
さ
え
受
け
る
、
博
覧
強

記
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
教
授
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の

助
手
の
時
に
、
大
学
の
ワ
イ
ン
庫
の
管
理
を
任
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
に

ど
の
ワ
イ
ン
を
出
す
か
に
つ
い
て
勉
強
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ワ
イ

ン
に
つ
い
て
色
々
な
知
識
を
得
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
授
は
、

モ
ー
ゼ
ル
ワ
イ
ン
（
当
時
は
、
モ
ー
ゼ
ル
・
ザ
ー
ル
・
ル
ー

ヴ
ァ
ー
ワ
イ
ン
と
い
っ
た
）
の
白
し
か
飲
ま
れ
な
か
っ
た
。
ご
自

宅
に
は
、
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
（W

einkeller

）
が
あ
り
、
常
時
五
〇

〇
本
の
ワ
イ
ン
と
二
つ
の
ワ
イ
ン
樽
が
あ
っ
た
。
こ
の
ワ
イ
ン
は

何
年
分
か
と
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
瓶
は
半
年
分
で
、
通
常
家
で

飲
む
の
は
、
樽
ワ
イ
ン
の
方
だ
と
言
わ
れ
た
の
に
は
び
っ
く
り
し

た
こ
と
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
れ
だ
け
来
客
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
教
授
の
自
宅
に
招
か
れ
た
と
き
は
、
い
つ
も
、

出
さ
れ
た
白
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
産
地
・
年
代
を
当
て
さ
せ
ら
れ
た
。

私
は
下
戸
で
あ
る
が
、
招
待
を
受
け
る
と
、
そ
の
前
に
ス
ー
パ
ー

で
産
地
や
年
代
の
違
う
ワ
イ
ン
を
四
～
五
本
買
っ
て
予
習
を
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
か
、
正
解
率
は
五
割
前
後
は
あ
っ
た

と
思
う
が
、
リ
ュ
ケ
教
授
に
は
と
て
も
喜
ば
れ
た
。
ま
た
、
ワ
イ

ン
に
関
し
て
は
専
門
的
な
用
語
が
沢
山
あ
り
、
こ
れ
も
ワ
イ
ン
辞

典
を
買
い
込
ん
で
勉
強
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
専
門
用

語
を
会
話
に
挟
み
込
む
と
、
よ
く
知
っ
て
い
る
ね
、
と
大
喜
び
さ
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れ
た
。
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
さ
れ
て
い
る
お
姿
は
本
当
に

気
さ
く
で
、
暖
か
み
の
あ
る
お
人
柄
で
あ
っ
た
。

６
．
お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ュ
ケ
教
授
と
の
交
流
の
思
い
出
を
書
き
続
け

れ
ば
、
尽
き
る
こ
と
は
な
い
が
、
筆
者
の
能
力
不
足
か
ら
、
リ
ュ

ケ
教
授
の
人
と
な
り
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
恥
じ
入
る

の
み
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
リ
ュ
ケ
教
授
が
、
日
本
に
限
ら
ず
、
韓
国
や
台
湾
の

民
事
訴
訟
法
学
界
に
与
え
た
多
大
な
影
響
は
、
未
来
永
劫
消
え
る

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
と
の
学
術
交
流

に
尽
く
さ
れ
た
リ
ュ
ケ
教
授
の
功
績
は
、
ど
の
よ
う
に
高
く
評
価

し
よ
う
と
も
、
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
が
今
日
、
い
か
に
た
く
さ
ん
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
か
を
感

じ
る
と
き
、
改
め
て
、
教
授
へ
の
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ュ
ケ
教
授
は
既
に
こ
の
世
に
は
お
ら
れ
な

い
。
こ
れ
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
で
き
る
こ
と
は
、
教
授
の
意
思
を
受

け
継
ぎ
、
学
問
的
発
展
と
、
学
術
交
流
の
進
展
に
努
力
を
し
て
い

く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
国
の
リ
ュ
ケ
教
授
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌　

（
1
）　

リ
ュ
ケ
教
授
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
中
野
貞
一
郎
＝
石
川

明
編
集
代
表
『
民
事
手
続
法
の
改
革
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ

教
授
退
官
記
念
』（
一
九
九
五
年
、
信
山
社
）
巻
末
横
書
き
一
九

頁
～
二
三
頁
、
お
よ
び
、
“Verfahrensrecht am

 A
usgang 

des 20. Jahrhunderts: Festschrift für Gerhard Lüke 
zum

 70. Geburtstag

”, H
erg. H

ans Prütting/H
elm
ut 

Rüßm
ann, 1997

に
掲
載
さ
れ
た
、Günther Jahr

教
授
の
、

“Geleitw
ort zur Festschrift für Gerhard Lüke

”に
よ
る
。

（
2
）　Juris

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
一
九
九
五
年
か
ら
二

〇
〇
一
年
ま
で
、
二
五
編
の
論
稿
を
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

こ
れ
は
、
法
学
教
育
と
い
っ
た
訳
が
可
能
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、JuS

の
目
標
は
、
若
い
法
曹
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
授

業
や
実
務
教
育
へ
の
信
頼
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
の

下
に
、
教
育
的
・
方
法
論
的
視
点
を
基
準
と
し
て
、
独
自
の
法

律
的
思
考
と
創
造
的
思
考
能
力
の
促
進
の
道
を
示
す
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
（Jus, 1961, 1

）。

（
4
）　

当
時
の
、
本
雑
誌
創
刊
の
意
図
は
、JuS, 1961, 1; JuS, 

2003, 1 

の
巻
頭
言
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
野
貞
一
郎

「
は
し
が
き
」
前
掲
リ
ュ
ケ
退
官
ⅵ
頁
、
宮
澤
浩
一
「
ザ
ー
ル
大

学
と
慶
應
義
塾
」
前
掲
リ
ュ
ケ
退
官
五
七
二
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
5
）　

も
ち
ろ
ん
、
当
時
、
筆
者
は
中
学
生
で
あ
り
、
こ
の
と
き

の
様
子
は
知
る
由
も
な
い
が
、
民
事
訴
訟
雑
誌
一
三
号
二
〇
頁
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以
下
に
リ
ュ
ケ
教
授
の
報
告
「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
と

判
決
の
効
力
」
が
中
野
貞
一
郎
教
授
の
翻
訳
に
よ
っ
て
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
同
一
八
七
頁
以
下
に
は
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
リ
ュ
ケ

教
授
と
民
事
訴
訟
法
学
会
会
員
と
の
議
論
が
、
生
き
生
き
と
描

写
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
一
九
七
〇
年
は
大
学
入
学
前
で
あ

り
、
一
九
九
〇
年
は
、
一
年
間
の
ド
イ
ツ
出
張
中
で
あ
り
、
不

思
議
な
こ
と
に
、
リ
ュ
ケ
教
授
と
日
本
で
お
会
い
し
た
こ
と
は

な
い
。

（
6
）　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
宮
澤
浩
一
・
前
掲
五
六
七
頁
を
参

照
。

法
務
研
究
科
教
授　

三　

上　

威　

彦　
　


